
～ 上映及び舞台挨拶 ～

市政記者各位  

令和５年８月 22日 

福岡フィルムコミッション事務局 
（福岡市経済観光文化局コンテンツ振興課内） 

福岡ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ支援作品 映画『中洲のこども』の

辻監督による舞台挨拶のお知らせ 

６月 30 日より上映されている映画『中洲のこども』について、大好評につき８月 31 日まで上映が

延長されることが決定いたしました。８月 25日には辻仁成監督による舞台挨拶が開催されます。 

今作は、同氏の小説「真夜中の子供」を原作とし、地元映像スタッフとともに、オール福岡（大

半を中洲）で撮影されたまさに Made In Fukuokaの作品です。

舞台挨拶のご周知及びご取材をどうぞよろしくお願いします。

【日程】 

■令和５年８月２５日（金）

１４：１０～１４：３０ 舞台挨拶及び写真撮影

１４：３０～      上映（84分）

【登壇者】 

  辻仁成さん（脚本・監督）、 

古賀迅人
こ が は や と

さん（主演）、古賀
こ が

蒼大
そ う た

さん（主演） 

【場所】 

中洲大洋映画劇場 １番スクリーン 
（福岡市博多区中洲４-６-１８） 

(有)アルファ―プロデュース 

◆ このリリースに関するお問い合わせ先 ◆

福岡フィルムコミッション事務局
（経済観光文化局コンテンツ振興課内） 

担当：的野、古瀬 

TEL 092-733-5171（内線 1803）FAX 092-711-4354 

Mail contents.EPB@city.fukuoka.lg.jp 

～ 作品概要 ～ 
中洲交番勤務の警察官、響は 

巡回していた真夜中の公園通り 

の路地裏で幼い子供と出会う。 

その子供は蓮司、7歳。蓮司の 

両親は中洲で働くホストとホス 

テス。二人は蓮司のことを放置し、 

構うことはない。無戸籍で小学校 

に通うこともない蓮司にとって、中洲は遊び場

であり、生きていくために過ごすホームのよう

な場所。そして蓮司は中洲のこどもになった。 

©αproduce japan

大好評につき 

上映延長中！！

つじじんせい/つじひとなり 

小説家・ミュージシャンとして活躍。 

『冷静と情熱のあいだ』『サヨナライツカ』など数多く

の著作が映画化されてきたほか、『千年旅人』

『ACACIA-アカシア-』など映画監督としても活動。 

辻仁成監督 


